
駿塾 歴史一問一答（明治） 

中学歴史 明治時代③ 

 

□ (1) 征韓論をめぐる争いに敗れた西郷隆盛・板垣退助が政府を去ったあと、

（ ① ）が中心となって政治を行った。 

→ （ ② ）藩の出身である。 

→ 内務省を設置し、内務卿となった。 

(1) ①  

 
②  

□ (2) 国会（議会）を開設し、国民が政治に参加する権利を求める運動を何と

いうか。→ 大久保利通らによる専制政治を批判。 
(2)  

□ (3) 1874 年、板垣退助は国会開設を求め、政府に（  ）を提出した。 

→ 自由民権運動のきっかけとなった。 
(3)  

□ (4) 板垣退助が高知に戻り、結成した組織を何というか。→ 政府は民撰議院

設立の建白書を拒否。板垣退助は土佐藩の出身。 
(4)  

□ (5) 政府に不満を持つ鹿児島の士族たちが、西郷隆盛を中心として起こした

反乱を何というか。→ 士族は特権を奪われ不満を抱いていた。 
(5)  

□ (6) 1880 年、自由民権運動の代表者たちが大阪に集まり結成した組織を何

というか。→ 政府に国会開設を要求。 
(6)  

□ (7) 国会開設に備え、板垣退助が結成した政党は何か。 

→ フランスの政党を参考に結成した。 
(7)  

□ (8) 国会開設に備え、大隈重信が結成した政党は何か。 

→ イギリスの政党を参考に結成した。 
(8)  

□ (9) 埼玉県で、農民たちが高利貸しなどを襲撃した事件を何というか。 

→ 軍隊により鎮圧。激化事件の結果、自由民権運動は衰えていった。 
(9)  

□ (10) 政府は憲法制定の準備のため、（  ）らをヨーロッパに派遣した。 

→ 君主権の強いドイツ（プロイセン）などの憲法を参考に草案を作成。 
(10)  

□ (11) 1885 年、太政官制を廃止し、（ ① ）制度が創設された。 

→ （ ② ）が初代内閣総理大臣となった。 
(11) ①  

 
② 

□ (12) 1889 年 2 月 11 日、（  ）憲法が発布された。→ 天皇が国民に与え

るという形で制定され、このような憲法を欽定憲法という。 
(12)  

□ (13) 大日本帝国憲法で主権は（  ）にあった。→ 国の政治のあり方を決め

る権利を主権という。統治権、陸海軍の統帥権など強い権限があった。 
(13)  

□ (14) 大日本帝国憲法のもとで、国民は（  ）とされた。 

→ 君主（天皇）に従う国民という意味。 

→ 人権は（ ② ）の範囲内で認められていた。 

(14) ①  

 
②  

□ (15) 大日本帝国憲法のもとで、帝国議会［国会］は、（  ）と衆議院の二院

制だった。→ 選挙が行われるのは衆議院のみだった。 
(15)  
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□ (16) 第 1 回衆議院議員総選挙の選挙資格は、直接国税を（ ① ）円以上納

める（ ② ）歳以上の（ ③ ）である。 

→ 有権者は人口の約 1.1％にすぎなかった。 

(16) ①  

 
②  

 
③  

□ (17) 大日本帝国憲法の制定により、日本は近代的な（  ）制の国家となっ

た。→ 憲法にもとづき議会で政治を行う国家である。 
(17)  

□ (18) 大日本帝国憲法下における国の機関で、天皇の相談に応じる機関を何と

いうか。→ 憲法草案の審議も行われた。 
(18)  

□ (19) 1890 年、忠君愛国を学校教育の基本方針とする（  ）が発布された。 (19)  

 

  


